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型式の呼び ■■♦ 1^ ln=^^b 

RTS-INDA.RTS-INDA(G) り >T イー□ガスこんろ保址青 

この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたをのです。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場含に、本書記載内容で無料修理を行ラことを 
お約束するをのです。 

記 

1 . 保証期間は、お買い上げの曰から1年間とし、機器本体を対象とします。 

保証期間中故障び発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 

2. ご輯居の場合は、き前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼でをない場合には、別添の「連絡先一 
覧表」をご覧の上、お近くの U ンナイ支社-支店-営業所- 出張所にご相談くださし；^^ 

4. 本保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。 

巳.保証についての規定は下記をご覧ください。 

無料修理規定 



1 . 取扱説日月書、本体添付ラベルなどの注意書にがった正常 
な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店ま 
たはちよりの当社窓□び無料修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い 
上げの販売店にご依頼の上、出張修理に際して本書をご 
提示ください。 

なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行 
った場合には、出張に要する実費を申し受けます。 

3. 保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障およ 
び損傷。 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによる故障 
および損傷。 

(八）火災、水害、地震、落雷、その他の天災地変、公害や 
異常電圧による故障および損傷。 

(二）一般家庭政か（例えば、業務巧の長時間使巧、車両、 
船舶への搭載）に使巧された場合の故障および損傷。 
(巧）本書の提示びない場を。 

お買い上げ曰および販売店名 


(へ）本書にお買い上げ年月曰、販売店名の記入のない場合 
あるいは字巧を書さ替えられた場合。 

(卜）指定外の燃料の使用、燃料の供給事情による故障およ 
び損傷。 

(チ）ご転居などによる熱量変更に伴う改造-調整の場合。 

4. 本書は曰本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

※このイ呆証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて 
無料修理をお約束するをのです。従ってこのな証書によ 
って、巧証書を発行している者（保証責任を）およびそ 
れががのま業者に対するお客様の法律上の権利を制限す 
るちのではありません。保話期間経過後の修理などにつ 
し、てご不明の場合は、お買し)上げの販売店または別添の「連 
絡先一覧表」をご覧の上、お近くのリンナイ支社-支店- 
営業所-出張所にお問い合わせ<ださい。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品のな有期間につ 
いて詳しくは取扱説明書をご覧ください。 


お買い上げ日 




年 


月 


曰 


販売店名 

扱 

住 所 

を1 

電話番号 

II 印1 


修理記録 


年月日 

修理内容 








お客様へ 

このな証書をお受取りになるときにお買い上げ曰-販売店名-扱者印び記入してあることを確認してください。 


ン f イ株式会社 

干4日 4-08 日2名古屋ホ中川区福住町 "2 お26号 
TEL 代表 052(361)8211 


ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶのぶぶぶぶぶぶぶぶぶのぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶのぶぶぶぶぶぶぶのぶし 


品についてのお問い含わせは) 

本 社巧 052(361)821 1 f454-0802 名古屋巿中 jl| 区福住町 2 蚕 26 号 
関東す社巧 03(3471)9047 〒 140-0002 東京都品リ I 区東品リ |1 - 日-扫 
東京支店巧 03 (3471)9047 〒 140-0002 東京都品り I 区東品り |1 -6 -白 
化関東ま店で 048( 日 67)4321 干 331-0811 さいたま市化区吉野町 1T 目 3 白日一 1 
東関東ま店巧 043 に 73)3360 〒 261-002 日千票巿美お区幕張西 2T 目 7— 1 
南関東す店で 045 巧 20)3051 〒 22 1-085 日横お市巧蔚 II 区三ツお上町 4 番 10 号 
東北ま社で 022(238)831 日〒 984.0002 仙台市若林区卸巧東 1 T 目己-己 


札幌ま店で 01 1(281 )2506 
新漏支店で 025(247 げ 610 
中部支社巧 0 日 2(3 日 3} 8001 
関西支社巧 0 日 (678 日 )3 日 01 
広島ま店で日 82(277 巧 131 
高おま店巧日 87(821)80 己已 
九州ま社巧 092(281 )3234 


干 060-0031 ホし幌市中央区化一条東 2 了目 
干 9 加 - 日 864 新漏市東区紫巧吕 T 目 1 -74 
7454-0802 名古屋市中 … 区福住巧吕番 26 号 
〒已己 0- 日日 14 大阪市西区化堀江 3T 目 10 蚕 21 号 
干 733-0833 広島巿西区商エセンター 4T 目吕 一 1 
干 760-0066 高お巿福岡町吕 T 目 11 番 6 号 
干 8 12-0029 福岡市博を区古門戸巧吕番 3 号 


〔修理についてのお問い合わせは) 

函0120 -054-321 
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ン f イ 

一 □ガスこんろ 


Rmnai 

家庭用 


取扱説明書 


保証書付 


よく読んで\ 
ままに正しく 
お使い <だをい。 


ご愛用の皆様へ 

このたびは U ンナイー□ガスこんろをお買い上げ 
いたださまして、ありがとラございまず。 

参ご使用の前に、この取扱説明書をお読みいただ 
さ安全に正しくお使いください。 

参この取扱説明書は裏^が保証書になっています。 
内容をよくご確認のラえ、大切に保管してくだ 
さい。 

参本製品は家庭用なので、業務用のよラな使いか 
たをされますと著しく寿命が縮まります。 

参この製品は国内専用でず。ミ毎外では使用できま 
せん。 

参取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの版 
売店、または当社事業所にて再購入してください。 


品 名 

型式の呼び 

RTS -1 NDA 
KG -10 BE 
KG -10 CE 
KG -11 B 

KG -1 1 C 

RTS -1 NDA 

RTS -1 NDB 

RTS -1 NDA 

RTS - INDA ( G ) 


C もくじ 

各部のなまス 

表紙 

長期間使用しない場合 

表紙 

安全上のごま意 （おずお守りください) 1 .2.3.4 

機器の設置 

4 •己 

使いかた 

已•巨 

立消えち全装置について 

巨 

曰常の点検とお手入れのしかた 

巨 .7 

故障かな？と思った 5 

7.8 

アフターサービス 

8 

仕 様 

8 

保証書 

裏表紙 


各部のなまス 


ごと< 


この上になべなどをのせます。 


し 立消えき全装置 (炎燃□部)} 


ごを意ラベル 

(トッププレ-卜上面及び機器左側前 


使用上のを意事項び表示し 
てあります。ご使用前にお 
ずお読みください。 


しトツププレート) 





^銘板(機器背面 ） I 


ガス種を表示してあります。 



か-ナ-〕 


隙固レ走-さ卜媳駕麵 


厂 ホースエン ド） 

し器具栓つまみ） 


長期巧使用しない場合 


I お部屋のガス栓を必ず閉めてください。 

■ほこ0の侵入防止のため、ホースエンドにキャップなどをしてください。 
■お手入れをしておくと次回使用するとさに便利です。 


ま全上のご注意 



〈ま全に正しくお使いいただくために〉 


この巧扱説明書および製品には、お使いになる人や他の人への危害やお産への損喜を未然に防ぎ、製品をま全に正しくお使いい 
ただくための重要な説明びしてありまず。 

下に示ず表示と意味をよく理解してか5本夕をお読みください。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ危険、または火災の危険び差 
し迫って生じることび想定される内容をおしています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ可能性、または火災の可能性 
が想定される内容をおしています。 

A ま后、 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害のみの発生び想定 
される内容をおしています。 


•給表示について次のよラな意巧びありまず。 


この給表示は、気をつけていた 
/ ： \だきたい r ま意喚起」内容でず。 


爲 

換気必要 

户、この絵表示は、しては / 

V y いけない「禁止 J 内容でず。 ' 

S) 

义気禁止题)接軸禁止 


分解禁止 


A 危険 


■ガス漏れに気づいた!5絶対に义をつ 
けたり、電気器具のスイッチの入- 
切、電源プラグの巧さ差し、周辺の 
電話を使用しない 

炎や火花で引火し、爆発事故を 
起こすことびあ0ます。 



■ガス漏れに気づいた5ずぐに使用を中止する 

① すぐに使用を中止しガス栓を閉める。 

(ガス栓つまみのないガスコンセント接続の場合は、 
ガスコンセントからソヶットをはずす） 

② 窓ゃ戸を開けガスを列へ出す。 

③ ちよ D のガス事業ちり共給業ち）に連絡する。 


〇 



ガス栓を閉める 

(ガスコンセントからソケットをはずす） 


么警告 


■機器の銘ホ反に表示してあるガス種（ガスグ 
ルー プ） L ソ外のガスでは使用しない 

表示のガス種び一致していない場を、不完全燃焼によ 
0—酸化炭素中毒になったり、爆発着火でやけどをし 
たり、機器び故障する場含びありまず。わからない場 
含はガス事業者、お買い求めの販売店、またはわよりの 
当社に問い合わせてください。転居されたときも、ガス 
の種類び豁板の表示と一致してしぶことを確認してくだ 
さし、。 



ガス種（ガスグ^レーブ） 


の 



12A 用ン 


13A 用 

0000 


〈例〉 
(12八.13八の場€ 


00 . 00-000000 


■設置するとさは可燃物との距離を確実に離す 

距離びおいと乂災の原因になります。（火災予防条例で定め5れています 
ので、必ず守ってください。）可燃物との距離び守れない場合は必ず別売 
の防熱板を取り付けて<ださい。また表面びステンレスやタイルでち壁の 
内部び可燃性の場含は必ず防熱板を取 D 付けてください。 

■設置後機器の周囲を改装する場台も可燃物との距離を 
確実に離す 



〇 


(可燃性の壁の場合） 


■絶対に改造-分解は巧わない 

改造-分解は一酸化炭素中毒のおそれびあ0ます。 
また、火災の原因にな0ます。 


⑥ 

分解禁止 


ま全上のご注意 



A 警告 


■揚げもの調理には使用しない 

調理油の温度び高 < なり発火するおそれび 
ありまず。 


の 


■機器の上や周囲にはペットボトル、調理油、 
スプレー宙、カセットコン□用ボンベなど燃 
えやすいらのを置かないまた機器本体の 
下に新聞紙やビニールシートなどの燃えや 
すいちのを敷かない 
また電源コードを 
通さない 

熱でスプレー宙内 I ； 

の圧力び上びり、 II ドち ■ 

スプレー宙び爆発 
した0火災の原因になります。 



■機器の周囲ではスプレー、 
ガソリン、ベンジンなど 
引义のおそれのある 
它のを使用しない 

引火して火災の 
原因になります。 



■ガスコードを使用する場合は、器具用スリ 
ムプラグおよびガスコードの取扱説明書に 
従って接続する 

「ガスコードなどでコンセント接続する場合」を参照してく 
ださい。間違った接続はガス漏れの原因にな0ます。 

ホースエンド 器具用ス U ムプラグ ガスコード 


''ホい線 


— 



■ガス用ゴム管（ソフトコード）はホい線まで 
差し込んでゴム管止めで 
しつかりと止めるホし、線 一 lA 

しっかりと止めないと '■ —— 

ガス漏れの原因[し 
なります。 



ホースエンド/ゴム管 


ゴム管止め(市販品） 


■ガス接続□に巧れやコ三び 
ないぶラにする 

ガス漏れの原因になります。 


〇 


I ガス用ゴム管（ソフトコード）、ガスコードは、 
高温部に触れたり、巧れたり、ねじれたりし 
ないようにできるだけ短くして使用する 
また、ガス用ゴム管（ソフトコード）、ガスコ 
-ドは機器の下を通したり、炎に近づけない 
また、他の機器で加熱される ^ 

ような所にら通さない 

側時は剛び高温になり户が妃の s ' つ 
ゴム管びとけてガス漏 
れの原因となります。 



■地震、义災、または使用中に異常な燃焼、 
臭気、異常音を感じた場合、使用途中で 
消义した場合はただちに使用を中止し、 
ガスをを閉める（つまみのないガスコン 
セントの場合は、ガスコンセント 
か！5ソケットをはずす） 

「故障かな？と思った引に従い処置をする。 



①消义 


③ガス栓を閉める 

(ガスコンセントか6ソケットをはずす） 


■义をつけたまま離れたり、外出、 
就寝をしない 

調理中のちのび異甫過熱し火 
がの原因にな0まず。特に天 
ぶら、揚げちのをしていると 
さは、その場を離れないでく 
ださい。離れるとさは必ずミ肖 
火してください。 



■ガス用コム管（ソフトコード）を使用する場 
合は検査合格マークまたは J 旧マー_ 
クの入っているものを使用し、ひび割 
れたゴム管、古いゴム管は使用しない 

ガス用ゴム管 iU かは耐义性に义けガス 
漏れの原因にな D ます。 

ビニール管は絶巧に使用しないでく 
ださい。またガス用ゴム管はとさど 
さ点検してちくなった場合は取〇替 
えて < ださい。 

■ゴム管の継ざたしや 
二又分岐はしない 

ガス漏れの原因になりまず。 



■コン□をおおラよラな大さな。 ，• ，。グ〜 
鉄板ゃなべは使ゎない 

一酸化炭素中毒のおそれび ス 】 

お D ます。 



■アル S はく製しる受け、省エネごと< 
などの補助員は使わない 

一酸化炭素中毒や機器 
の異南過熱のおそれび 
お0ます。 



の 


省エネごとく 


■焼さ網は使用しない 

トッププレートに落ちた油などび発火 
した0、機器の異常過熱のおそれび 
おります。 


焼き網 


(S) 


きま上のご注意 



A 警告 


■义びついたまま持ち運ばない 

火災、やけどの原因となります。 


の 


■ガスコードの長さび台わない為に高温部に 
触れたり、機器の下を通したり、機器に触れ 
たりする場台はガスコードを使用しない 

ガスコードび過熱され、ガス漏れの原因に r \) 

なります。 


■使用後は消火を確認しガスをを閉める 

消し忘れによる火災の原因にな0ます。機器か A A 
ら離れるときは必ず散を確かめてください。 



①消火 


②ガス栓を閉める 

(ガスコンセントからソケットをはずす） 


A ま意 


■点义操作時や使用中は 
ノ くーナー付近に顔を 
近づけ過ざない 

炎や熱で顔をやけどする 
恐れびあります。 



■コン□使用中、使用直後しば!5くは 
トッププレートに触れない 

高温になっていますのでやけどをする 
原因にな0ます。 


(D 

接触禁止 


■ トッププレートび確実に取り 
付け日れているか確認する 


〇 


■巧類などの乾燥や練炭の义 
起しなど調理似外の 
用途には使用しない 

巧類び落下し火災や過熱 • 

異南燃焼による機器焼損 
の原因にな D ます。 



I 点义操作をしても点义しない場合は器具を 
つまみを消义の状態に戻し、周囲のガスび 
なくなつてから再度点义操作をする 

す c に点火操作をずると周囲のガスに点火して、 

を服に燃え移ったり、やけどをする恐れびあ 
ります。 


■使用中、使用直後は器具栓つまみ似外は触 
れない 

やけどをすることびあります。とくにかい I\ ] 
お子様びいる家庭ではごま意ください。 、- y 


■コン□には石焼いちつぼ 
は使用しない 

異常過熱による機器損傷の 
原因にな0まず。 



〇 


■バーナーキャップを水洗いしたときは水気 
をじゅラぶん切って 
か！5セットする 

炎□び詰まったまま使用する 
と異常燃焼の原因になります. 


■使用中は手や巧類を炎、 

パーナー付近に近づけない 

袖やエプ□ンなどを類に着火 
したり、熱によるやけどのお 
それびあ0ます。なべを動か 
すとさはま意して < ださい。 




■点検-お手入れの際は必ず手袋をして巧ラ 

手袋をしないでお手入れすると機器の突 
起物などでけがをすることがあ0ます。 


■やかん、なべなどの大ささに 
舍わせて乂力を調節する 

火力び強いとやかんやなべ ド^ 

などの取っ手び焼損したり、 

手に触れるとやけどをする 
原因にな0ます。 



〇 


〇 


■水平で安定性のよい丈夫な台の上に設置す 
る 

不安定な所や傾いた所に設置すると機器が 
傾いてやけどやけびの恐れびあ0ます。 


〇 


■使用中は換気をする 

使巧中は窓を開けたり換気扇を回すなど換気を 
してください。換気をしないと 
不完全燃焼による一酸化炭素中 
毒の恐れびあります。 

を：ただし、屋内設置で自然排気式給湯器 
およびふろびまを使用してし'!る場合は換気 
扇を回さず窓などをあけて換気してくださ 
し' i 。 排気ガスび逆流することびあります。 
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ま全上のごを意 



A ミち意 

■機器を水につけたり、水をかけたり 
しない 

不完全燃焼-故障の恐れびあ0まず。 

■強い風の吹さ込むところには設置しない 

点火不良や機器内部の焼損、安全装置び 

正しく作動しないなどの原因になります。 、 V 

■棚の下など落下物のを険のある所に / r \ 
機器を設置しない 1 V 

機器の上に落ちた物び燃えて、火災の原因になります。 

■ごとくをはずしてなべなどを直接/^ 
コン□に置いて使用しない 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 W 

■照明器具など樹目旨製品の下へ設置しない^ 

照明器具のかさなどび変形-変色する (\ j 

ことびお0ます。 、— y 

■トップ プレー トのしる受け部- バーナー キ 
ャップは正しくセットする 

バーナーの炎びしる受け皿の下にちぐり込む 
など乂災や機器焼損の原因になります。 

■幼い子供には触れさせない 

やけどやけびなど思わ城事故の原因になります。 


お 

願 

い 


なべの種類によっては、傾いたり、すべりやすいものびあります。不安定な状態で使わないでください。中華な 
ベなど底の丸いなべは、必ず取っ手を持ちなび5調理してください。 

煮こぼれをさせると機器を早くいためますので、煮こぼれをさせた場合は機器びさめてか5できる限り早くふき 
とって < ださい。 

みそ汁を温めなおすとさは火力を弱めにして、よくかさ混ぜなび5温めてください。強火で急に温めなおすとな 
ベ底に沈んだみそび突然噴さ上びり、みそ汁び飛びちったり、なべびはねあびってひっくり 
かえることびあります。特に、だし入り豆みそ〔赤みそなど）にを意してください。 

炎の熱や、煮こぼれなどによりバーナー本体やしる受け部（ステンレス製）び変色すること 
びありますび、使用上問題ありません。 

トッププレートの上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターなど電磁誘導加熱の 
調理機器を使わない。磁力線によ0本製品び故障する原因となります。 




器の設置 


•設置前の準備と確認 

ガス種、製造年月は機器背面の銘板に表示してあり 


(例:都市ガス 12 A 巧 • 
1 3 A 用の場合） 


ガス種（ガスグループ） 


型式の呼び、 

ます。 

機器の韓板のガス種（ガスグループ）と使用ガスび合っているか 
確認します。 

輸送のため各部分にあて紙や包装部材びありますのでを部取り除 
いて < ださい。 

トッププレートのしる受け部の上面び、バーナー本体より下にな 
っていることを確認してください。 


♦部品の取り付け 

参パーナーキャップ 

「マ▼エ」刻印を手前にしてバーナーキャップの突起物 
をノ くーナー本体の凹部に正しくはめ込み、必ず正常に燃 
焼していることを確認してくださし、。 

バ_ナ_ ※バーナーキヤツ 

キャップ パジ^ 二ご::令 プび浮いたり傾 

いた0してし、る 
と点火不良や炎 
び不ぞろいにな 
つた0異常燃焼 
などび起こる場 

凹部/ 、バーナー本体 合ちあります。 


型式の呼び- 


製造年月 



12A 巧 * 

yl^TOOOkW 

13 A が 

0000 kw 




00 . 00-000000 


斗 


RT 


しる受け部の上面びバーナー本体 
より下になつていること 


製造番号< 
トッププレート 


突起部 




お 

願 

い 


バーナーキャップはミ靜攝です。薄くなったり、 
変形して炎び不ぞろいになった場合は、交換 
び必要ですので、ちよりの販売店へご相談く 
ださい。 



器の設置 


(つづさ） 


♦設置場所 


♦強い風の吹さ込まない場所-丈夫で水平な場所 
♦付近にカーテンなど燃えやすいちのびない場所 
♦機器の上に湯沸器のない場所 
♦機器を使用した場合ガス栓び加熱されない場所 
♦落下物の危険のない場所 
♦機器の上に樹脂製の照明器具のない場所 
♦周囲に可燃物（木製の壁-モルタル、タイル、 

壁-棚など）のある場合 

-トッププレートよ〇上面の側面および樓面は]日 cmULL 、 

レート上面より]日 Ocml ^ 处上離す。 

-上記の距離びたわてない場含は壁面に別売の防熱板を取り付けて設置する。 


ステンレスなどを張り付けた 


上部はトッププ 



(媛壁用防熱板) 
IR 巨-6白 B| ~I 

幅 6D0x 高さ550 
X厚み1弓 mm 


( 天井用防熱 板） 

I DD 1 に下 1 


(天井用防熱板） 



(琉し台•調理台用防熱板） 
[RB-50SI 

幅 40X 高さI日 0X 奥行己00 
X厚み 19mm 


流し 口 

調理台、流し台の側面、 
上面び可燃性でトップ 
プレートよ D 高い場合 

2///22 


熱に弱い食卓テーブル（ラるし、 
塗装など）の上でご使用の隙は、 
不燃性の断熱材を敷いてください。 


使いかた 


0.準 備 _ 

器具栓つまみび「止」の位置にあることを確かめ、ガス栓を全開にしてください。 


(2 .点 义 _ 

器具栓つまみを巧しなび5ゆっくり左へ「カチッ」と音びするまで回し、バーナーに点 
火したことを確かめてか5立消えま全装置び働くまでそのまま2〜3秒巧し続ける。 


> ■万一、点义しないとをは器具检つまみを一旦 
王胃 消义の状態に戻し、周囲のガスがな < なって 

か！5再度点义操作をしてください。 


C 3 . 义力調節 

器具栓つまみを回し火力調節する。 


||強火カバーナーを弱火にしたとさ、バーナーキャップの中央に近い丸巧か5出 
ている火び消えることびありますび、異常ではあ0ません。 



使いかた （つづき) 


C 4 .消 义 


器具栓つまみを r 止」の位置まで確実に回し、消火したことを確認する。 


お 

願 

い 


• 幼いお子様のいたず5による火災防止やガス漏れ防止のため、機器から離れ 
るときは念のためお部屋のガス栓を閉めてくださし、。 

-コン□バーナーは消火時にポンといラ音びする場合びあ0ますび、これは火 
び消えた時の音で異常ではあ0ません。（コン n バーナーに風び当たるよラな 
場含は、ポンといラ音びしやすくな0ます。） 



立消え安全装置について 


♦立消えま全装置 

煮こぼれなどで火び消えると、 

ガスを自動的に止めます。 

•立消え安を装置が作動した！5… 

使用中、义が消えたときは？ 開 

すぐに器具栓つまみを「止」の 
位置にし、消火の状態にしてください, 



再点义ずるときは？ 

周囲にガスびなくなるまでしば5く待って、炎検ミ□部 
のミちれをふさとってからご使用ください。 


お 

願 

い 


♦立消え安全装置（炎検知部）に水滴や煮こぼれび 
つくと、点火しにくくなったり、消火することびあ 
ります。なべの底についた水滴はふきとってか5、 
ごとくの上にのせて < ださい。 

(煮こぼれにちを意してください） 

♦炎検知部に固いもの成を立消えま全装置 
をぶつけないで<だが 
さい。まびっ 
たり、変形し 
点火しにくく 
なります。 


(炎検知部） 




曰常の点検とお手入れのしかた 


r 日常の点載 

■ 機器周辺に燃えやすいをのび置いてあ 
りませんか。 

■パーナーキャップ、ごとくなどは正し 
<セットされていますか。 

■ ゴム管の接続は確実ですか。 

■ ゴム管は傷んでいませんか。 

■ 立消え安全装置（炎検知部）び;ちれてい 
ませんか。 

■ノ ナーの炎□び煮汁などでつまって 
いませんか。 


•ご使用上す障がない場合でち、不慮の事故を防ぎ、安むしてより長くご使巧 
いただくために、年1回程度の定期点検をおすすめします。 

※定期点検を受ける先び不明の場合や、点検費用などについてはお買い上げの 
販売店、またはをよりのガス事業ちにお問い含せください。 


♦点検•お手入れの前には、必ずガス栓を閉めて機器び冷えてから行ってください。 
♦けびをしないように手袋などをはめて行ってください。また、各部品の突起物に 
はま意し、強く当た5ないよラ気を付けてください。けがをすることびあ0ます。 
♦機器本体に水をかけたり、丸洗いしないでください。 

♦お手入れ時は、ノ（ーナーキャップ•ごとく‘トッププレートは取りはずせます。そ 
がの部品は絶対に取0はずさないで < ださい。 

-取りはずした部品は「機器の設置」を参照して取り付けてください。 


G お手入れ） 


お 

願 

い 


♦アルカ U 性洗剤を使用しますと機器の塗装びはびれることがあ0ますので使用しないでください。 

♦機器本体には安全に関するを意ラベルび張ってあ0ます。巧れたり読めなくなったときは、やわ5かい巧などで 
'汚れをふきとってください。また、お手入れの隙にははびれないよラごを意ください。 

もしはびれたり読めなくなった場合は、お買い上げの販売店、または当社の支社-支ち-営業所-出張所で新し 
いラベルを再購入のラえ、張0誓えてください。 


(トッノう^—卜） 

■表面び'汚れたら、そのつど说れふきんでふきとります。 

■ '汚れのひどいときは、中性洗剤で巧れた部分を湿らせて 
おを、しば5くしてか5スポンジたわしやをなどでふさ 
と0ます。 


お 

願 

い 


トッププレートのビスを取りはずし、お手入れさ 
れた場含、取り付け時は四隅をしっか0と押さえ 
つけ、ビスを2個所締め付けて確実に取0付けてく 
ださい。 


A ミち意 


■トッププレートび確実に取り付け5れているか確認する 

確実に取り付けられていないと、バーナーの炎びしる受け部の下にもぐ0込み、火災 
や機器焼損の原因にな0ます。 



曰常の点巧とお手入れのしかた (つづき） 故障かな？と思った5 (つづき) 


r 立消え安全装置^ 

■煮こぼれなどの巧れは布 
でふさとる。 

■巧れのひどい場合は歯ブ 
ラシなどの柔5かいブラ 
シで掃除して < ださし、。 



お 

願 

公 

♦固いプラシでは決してみびかないで<ださい。 
(故障の原因） 

♦水気は必ずふさとってください。 

> 


f 

A 警告 

's _ 

■機器ごと丸洗いしない 

丸洗いされた場合、バー /CN 
ナー本体から水び入りガ ( \) 
スの通路を巧げ、異常燃 
焼を引さ起こし火災の原 
因にな0ます。 


r 機器本体-ごとく） 

■中性洗剤（食器野菓洗い用）で巧れを落とし乾いた巧で 
水気を十分ふ走と0ます。 

パ—— J ~ ——-ャッーブ^ 

水洗いずる 

(煮こぼれで目づまりしたりミちれびひどい場合は、ブラシま 
たはキリ状のもの（はり金など)で掃除する） 



お 

願 

い 


•) (ーナーキヤツプをお求めになる場合は下記のちのを使用してください。 


品 名 

部品コード 

希望小売価格(税込） 

RTS -1 NDA 、 KG - 1日目 E 、 KG -1 0仁 E 

]已1-30己-000 

¥已2已 

RTS -1 ND 巨、 KG -1 1目、 KG -1 ]C 

]已1 -370-000 

¥曰4已 


♦か洗いした後必ず水気をとって 
<ださい。 

(異常燃焼の原因） 

♦取 D 付けた後、正常に燃焼する 
か確認してくださし、。 


故障かな？と思った6 


广 


A 警告 


■使用中に異常を感じたときはすぐに使用を中止する 

あわてずガス栓を閉めてください。 



調べてみると故障でない場合びよくあります。修理を依頼する前に、もラー度チェックしてくださし、 



•点义しない 

•点义しにくい 

•点义してもずぐ消える 

ガス栓の開さ忘れ 

お部屋のガス栓を全開にしてください。 

LP ガスびな<な0かけている 

新しいボンベに交換してください。 

ミ ■ナーキャップの取り付け不良 

浮を、傾きのないように正しくセツトしてください。 

しる受け皿の取り付け不良 

正しくセツトしてください。 

アル S はく製しる受け皿を使巧している 

アルミはく製しる到ブ皿を使用しないでください。 

バーナーキャップの炎□部び水滴でふさ 
びっている 

炎□部の水滴を6、きとってください。 

な消え安全装置（炎検知部）び城れた0、 
'汚れた0している 

立消え安全装置（炎検知部）のお手入れをして< 
ださい。 

ゴム管の中に空気び残っている 

点火操作を繰り返して<ださい。 

※はじめての場含は点火するまでしば5く時間び 
かかります。 

ノ くーナーキャップの炎口づまり 

炎□を掃除して < ださい。 

ゴム管の巧れ巧び D 、 つぶれ 

ゴム管の巧れ曲び0、つぶれを直してください。 

•炎がを定しない 
•異常音をたてて燃える 
•なべにススび付着する 
•使用中、炎び消える 

ノ くーナーキャップの取 D 付け不良 

浮を、傾きのないように正しくセツトしてください。 

ノ くーナーキャップの炎口づまり 

炎□を掃除して < ださい。 

立消え安全装置（炎検知部）び城れた0、 
'汚れた0している 

立消え安全装置（炎検知部）のお手入れをして< 
ださい。 

•ガスの臭いびする 

ゴム管びひび割れたり、巧びあいている 

ガス栓を閉め、新しいゴム管と交換してください。 

ゴム管び確実に接続されていない 

ゴム管を確実に接続してください。 


なお、異常のあるときやおねかりにな5ないときは、お買い上げの販売店、またはわよりの当社にご連絡ください。 
不完全な処置は事故のちとになります。 


こんなとさは異常ではありません 


点义しにくい 

朝一番で使用するとさやはじめて使用ずるとさは、ゴム管内に空気び入っていて) 
点火しにくいことびありまず。点火操作を繰り返してください。 

点义•消义の時、音びする 

点火時•消火時に r ポン」という音びすることびありますび、これは点火音、消火音で異 
常ではありません。(消火樹こはしば5 くしてから音びする場合わあります。 

炎びホい 

加湿器を使用している場含は水分中のカルシウムにより炎び赤くなることびあります。 

炎び均一でない 

バーナーの炎は、立消え安全装置（炎検知部)、ごとく部分などで炎び短くなって 
います。異常ではありません。 

使用中「シャー」としけ音びする 

燃焼に必要な空気び通過する音で、異常ではあ0ません。 

点义後ゃ消义後にキシ S 音びでる 

加熱や;令却される隙に、金属び膨張-収縮して起こる音です。 

パ’ーナー本体（ステンレス 
1^製）び変色する 

炎の熱や煮こぼれにより、バーナー本体び変色することびありますび、使用上問 
題あ0ません。 ) 


ア フターヴー ビス 


修理を依頼されるとをは 

『故障かな？と思った引をもう一度ご覧になって確認してください。それでも不具含のある場合や 
不明な場含は、ご自分で修理なさ日ずにわよりの販売店、またはフリーダイヤルへご相談ください。 
アフターサービスをお申し付けの際は、次のことをお知5せください。 

(1) 製品名-ガス種類 （4) ご住所-お名前-電話番号-劃慎 

(2) 型式の呼び（銘板表示のもの）及び品名 （日）訪問ご希望曰 

(3) 故障または異常の内容（でさるだけくわしく） 

保罰について 

当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売懐、機器に故障びある場含、一定期間と一 
定条件のわとに無料修理に応ずることをお約束します。〔詳細は保証書をご覧ください。） 
保証書を紛失されますと無料修理期間であってわ修理費をいただく場合びありますので大切 
に保管してください。 

補修用性能部品の保有 
期間について 

補修巧性能部品保有期間は、当製品の製造打ち切り後巳年間となっていまず。（補修巧性能 
部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品でず） 

転居されると定 

ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分びあります。ガスの種類（ガスグループ）び 
異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要とな0ますので、転居先のガス 
の種類を確認のラえ、転居先のわよ0のガス事業者にご相談ください。この場合、保証期間 
内でち、調整•改造に要する費用は有料とな0ます。 

アフターサービス などに 
つし1てねか5なし1とさ 

お買い上げの販売店か別添の「連絡先一覧表」を参照していたださ、ちよりの当社の支社- 
支店-営業所-出張所にご連絡<ださい。 

また、リンナイフリーダイヤル函012日-日己 4-321 をご利用ください。 

お客様の個人情報の 
取り扱いについて 

♦当社は、お客様よ D お知5せいただいたお客様のお名前•ご住所•電話番号などの個人情報を、ヴー 
ビス活動および安全点検活動のたがに利巧させていただく場合がございますのでご了承ください。 
♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力芸社に委託する場を、法令に基づく義務の履 
巧または権限の行使のために必要な場合、その他正当な理由びある場含を除を、当社が 
の第王者に個人情報を開示-提供はいたしません。 




品 名 

RTS -1 NDA 

KG -10 己 E ' KG-IOCE 
KG -1 IB 、 KG -1 1 C 

RTS -1 NDB 

型式の呼び 

RTS-INDA 

RTS -1 NDA 

RTS - INDA ( G ) 

型式名 

RTS-INDA 

種 類 

一□ガスこんろ 

点火ち式 

圧電点义方式 

安全装置 

立消え安全装置 

外形寸法 

高さ吕 9 mmxiti 2 吕 3 mmx 奥手号29巨 mm 

質■(本体） 

1.71<呂 

ガス接続 

日.日 mm ホガス用ゴム管 

付属品 

取扱説明書(保証書付） 



1時間当た0の 
ガス消費量 

型式の呼び 

L 3 

(4 A -4 B -4 C ) 

2.已日！ <W 

RTS-INDA 

L 2 

(已 A •已 AN •已 B ) 

2.56 kW 

L 1 

(巨巨•巨 C ’7 C ) 

3.021 <W 

己 C 

3.02 kW 

6 A 

2.941 <W 

12 A 

13 A 

3.2 日！ <W 

3.50 kW 

13 A 

3 .巳 OkW 

RTS -1 NDA ( G ) 

L P ガス用 

3 .已 IkW 

RTS-INDA 


4 


5 


6 


7 


8 































































































































































































































































































